
東洋と西洋の見事な融合
「バルト海の国から」

タリン室内管弦楽団日本公演

小林信一

(財)合唱音楽振興会 常 務理事

「パル ト海の国から」としヽうタイ

トルのタリン室内管弦楽団 (エリ ・

クラス指揮)の 演奏会を、東京オペ

ラシティ ・タケミツメモリアルホー

ルと河回湖円形ホールの2夜聴くこ

とができた。

幕開け|よ今年70歳を迎えるベルト

の作品 「東洋と西洋」。自国の偉大

な作曲家に対する愛に満ちた素晴ら

ししヽ演奏。ペル ト|よ作曲スタイルが

ティンティナブリ様式 (鈴が鳴るよ

うな利声づくり)で 静諮な音楽と思

つてしヽたのだが、この作品におしヽて

|よそれがもつとエモーショナルに弦

楽器がヨーロッパの大河を思わせる

ようにテュティで鳴り響く。

次のシベリウスは 「恋人」と題す

る美しい作品。愛するものたちの普

遍的な様を3つの章に描しヽている。

実に美しく特に一曲目の 「恋人」に

おしヽての多分フィンランドの民謡か

らの旋律だと思うのだがこのフレッ

シュなアンサンブルの画々が奏でる

演奏にピタリとはまつていて申し分

ないものであつた。

三曲目のショスタコーヴィチはソ

リス トにバル ト三国ラ トビア出身の

まだ21才という若さのピアニス ト、

ウェスター ド・シムクスを迎えて ト

ランペットのソロも加わり、公演前

半の音楽的盛り上がりを見せてくれ

た。

このピアニス ト、|よじめの高音の

アタックの切れの良さとその粒のそ

ろつた音色の輝き|よ、将来の大器を

十分に予想される。ショスタコービ

ツチは没後50年ということもあり、

オーケス トラ作品も演奏される機会

が増えている。やはりこの作曲家の

音楽が今も光彩を|よなつているとしヽ

うことだろう。20代後半で作曲され

たこの作品は、総じて主旋律はロシ

アを感じるものの全体明るさに満ち

ており、このピアニス トの柔軟な音

楽作りがこの作品のそういったとこ

ろをよく表現してしヽた。鳴りやまぬ

拍手に応えてピアノのソロを2曲弾

しヽて聴衆に応えていたが、しヽすれも

小品で次回ぜひ彼のソロピアノを聴

きたしヽと思つたの|よ私だけだろうか。

その時|よもちろんロシアや北欧の作

品は当然として、ラテン系のファリ

ヤとかグラナ ドスなど生きのいいリ

ズムを弾くところを聴しヽてみたしヽ。

強しヽ光の陰影をこのピアニス トに感

じる。衝撃的な日本デビューとしヽっ

ていしヽだろう。

東京公漠では休憩を挟んで後半、

松下功氏の能管のソロを伴う作品が

演奏されたが、これ|よ赤尾三千子氏

の繊細で鋭角的な表現に流動的な弦

が重なリダイナミックな音楽を作り

だしていた。作品がそのように書か

れてしヽること|よ間違しヽなしヽのだが、

歌うところは思い切り歌うこの弦の

アンサンブルの表現力が作品を強く

支えていた。河回湖会場ではエス ト

エアの作曲家ペーテル ・ヴアヒの、

やはりこれも邦楽器、篠笛をソロに

しての作品。鯉沼廣行氏の醸す音は

弦楽器のアンサンブルに見事にとけ

込み、作曲家の東洋と西洋の融合と

いうテーマを具現化してしヽた。ヴア

ヒの次回作は東京混声合唱団のため

に、やはり芭蕉の俳句をテーマに作

品をすでに完成させてしヽるのだが、

彼のこの作品を聴く限り東洋への深

しヽ憧憬のようなものがあるのを感じ

た。次回作を聴くことによりそれは

確かめられるだろう。

シュニ トケの、プリペア ド・ピア

ノ奏法を含んだ2つのヴアイオリン

をソリス トにした作品もめったに聴

けない作品で秀逸。1昔`しみないアン

コールに応えて指揮者のエリ・クラ

ス氏|ようれししヽプレゼン トを2曲、

ますシベリウスの 「衷しみのワルツ」

そしてヨ八ン ・シュトラウスの 「ピ

チカー ト・ポルカ」。それぞれ聴衆

と一体となつた見事なフィナーレで

あった。 (2005.9.)

コンサ中ト
“
現代ラトビアの音楽

"

9月25日

武蔵野市民文化会館小ホール

①室内楽の部 年 後2時

ガルータ 「ルークシャナ
“
祈り

"」

ヴアイオリン i野村英利

ピアノ i藤城敬子

サルガ 「人の苦しみの道」

ピアノ i甲斐万喜子

サルガ 「永遠の対話」

サクソフォーン i河西麻希

ピアノ i甲斐万喜子

ヴァスクス 「鳥たちのしヽる風景」他

フルー ト!安藤史子

ガルータ 「ピアノ三重奏曲変□短調」

ヴアイロリン :野村英利

チェ□ :任畏蛾

ピアノ i藤城敬子

②オルガンの部 年 後7時

ヤルマクス 「プネータス」

～オルガンのための組曲～ (全曲版

世界初演)

パイプオルガン :浅井美紀

カルルソンス 「ソナタ」

パイプオルガン !澁澤久美

◇

この演奏会|よ当協会会員 ・菊地康

則氏が主宰する日本ガルータ協会

(ゼメネ音楽企画の主催で開催され

た。来国したラ トビア音楽アカデミ

ーのユリス ・カルルソンス院長 (作

曲家)が 次のメッセージを贈つた。
一人の人物に、これほどのことが

できるでしょうか 1 お 互しヽを理解

し合うということは、どれほど貴重

なことでしょうか | こ の不安な世

界において、諸国民の友情がいかに

必要であることでしょうか |

2年前、菊地康郎さんの驚くべき

組織力と音楽への献身的な愛により、

著名なラ トビアの作曲家ルーツィ

ヤ ・ガルータのカンタータ
“
主よ、

あなたの大地|よ燃えている !"が 東

京で演奏されました。この演奏会の

反響|よ、日本との政治的 ・文化的な

関わりの必要性を強調するラトビア

政府にも伝わりました。

そしてつながりは一層深くなりま

した。本国、私たち|よ東京における

二つのラトビア音楽コンサー ト～オ

ルガン音楽と室内楽～に、立ち会い

ます。

菊地さんのラ トビア音楽への関心

は、20世紀初頭からの一世紀を俯轍

する二つのプログラムヘと発展しま

した。今回演奏される音楽に|よ、そ

れぞれ大きな違しヽがあります。バル

ト海地域の作曲者により倉」造された

音楽は激し過ぎる表現もありますが、

瞑想的でロマンチックな傾向を備え

てもしヽます。自然の感覚、メランコ

リー、強烈なイメージが濠」的な対比

を見せる、色彩の交錯があります。

音楽作品の倉」造|よ非常に複雑な、

それと同時に根気を要するプロセス

です。しかし、作品|よ演奏されるこ

とによつて世にRElられ、多くの聴衆

の耳に届くことになります。それゆ

え私は特別な感謝の気持ちを、コン

サー トの出演者のみなさんにお伝え

したしヽと思しヽます。

私たちラトビア人は北欧の民族で

す。しかし私たち|よ光、魂と愛の調

和への永遠も憧れを通して、日本の

営さまとつながります。私は、菊地

さんのラ トビア文化に対する友好、

献身、そして驚嘆すべき愛情に対し、

まことの感謝の気持ちを表明する名

誉に浴したいと思しヽます。

・

他

…

伝統と実力を
桜友女声含暁

定期演葉会

10月2日 (紀肩

(すみだ トリフォ

ニつの伝続ある夢

演奏会を聴きまヒ

メンバーです。本

桜楓|よ日本女子ラ

成されているだし

の信頼が厚く、ラ

が毎回名演奏にモ

もう一つの共通点

しい指揮者との出

です (桜友|よ大そ

下耕氏 ,藤井宏龍

のポリシーは違こ

から向き合つた意

桜友女声合唱国

|よ、「ラウタヴア

ロルカの詩によ|

「相馬孝洋/汀 』

が多しヽことで有を

の曲でこ多分に派

ました。言葉もヌ

ました。このステ

し、若々しい声わ

きも増したよう文

をかけた難曲で全

楽と言える作品。

意味を持たない、

う 「記憶の残津α

ので、聴しヽた後に

ました。この曲|』

聴きましたが、て

まれた分、より源

ました。文字通り

桜楓合唱団|よ

ゼッティの四つα

嘱作 「西村朗/《i

が強く印象に残り

情味あ8、れる美し

熟した女声合唱と

ンブルを紡ざだし

らも現役有志が加

幅が広がつたよう

委嘱作 「青猫の王

アマチュアには石

なしヽかと少し心酉[

は大成功でした。

揮)|よ歌う皆さA

して生硬い伸びα

いましたが、今巨

をもつて歌えたよ

る素晴らししヽ演奏

この曲の良さを改

両団のメンバー

唱でこ一緒した疋

全く変らない若々

した。(大澤寛之
―クラブ①B)


